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１）適地 

ダイコンは冷涼な気候を好み、生育適温は 15～20℃です。寒さにはかなり強い方で

すが、根が土から出ている部分は寒さが厳しくなると凍傷を受けます。耕土が深く、肥

沃で排水のよい所が適します。耕土の浅い畑では、根の長くならない聖護院（丸ダイコ

ン）や、根が地上部に伸び出てくるタイプ（青首など）を作ります。水はけの悪い場所

や粘質土の畑では、高畝にします。 

 

２）品種 

発芽を開始した時点以降に 15℃以下の低温に一定期間遭うと花芽分化し、その後の

高温・長日でトウ立ちします。この性質は品種によって差があり、秋冬どりの品種では、

数日間の低温遭遇で花芽分化します。播種から生育期が低温期を経過する夏どりやハウ

ス春どりではトウ立ちしにくい品種を選ぶようにします。 

初夏どり、ハウス春どり：おしん、おはる、大師、つや風、トップランナー 

秋冬どり：耐病総太り、耐病宮重､聖護院大蔵､山田ダイコン 

 

３）作り方 

【圃場の準備】ダイコンは、根が深く伸びるので深く耕し、排水の悪いところでは高畝

にします。未熟な有機物は岐根の原因となるため、堆肥はできるだけ前作に施します。

施肥は基肥主体とし、播種の１週間前までに施して耕し、土となじませておきます。播

種の 1 か月前に１m2 当たり苦土石灰 100ｇ、ＢＭようりん 30ｇを施用し、耕耘しま

す。播種の 1 週間前には、１m2 当たりホウ素入りの複合肥料 100ｇを施用し、幅

120cm の畝を立てます。マルチをする場合は追肥ができませんので、全量基肥としま

す。 

【播種と温度管理】株間 25～30cm、条間 40～50cm の２条とし、１か所に３～４

粒の点播とします。細かい土で１cm ほど覆土したら、軽く土を鎮圧して潅水します。

乾燥を防ぐためにモミガラなどをかぶせるとよいでしょう。近年は夏から秋口の気温が

高くなっていますので、秋冬どりの作型では根の中心部が黒くなるホウ素欠乏が発生し

 

早播きは春ではトウ立ち、秋では病害虫

多発のもと。時期にあった品種を深耕して

高畝に播く。 

 

作型　　　　　　
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

初 夏 ど り

ハ ウ ス 春 ど り

秋 冬 ど り

トンネル＋マルチ

ハウス＋トンネル＋マルチ

播種

収穫

 
ダイコン 
（アブラナ科） 
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やすくなります。極端な早播きは避けるように

しましょう。 

ハウス春どりや初夏どりでは低温のためト

ウ立ちしやすいので、トウ立ちしにくい品種を

選ぶとともに、地温を高めるために穴あきの緑

マルチを張ります。播種は、マルチの穴に合わ

せて行います。さらに、不織布のベタがけとト

ンネルとを併用して気温の確保も行います。根

の直径が 2cm 位になるまでは、晴天日もトン

ネルを密閉し、日中 35℃くらいを目安に管理

します。その後は徐々に換気して、収穫 1 か

月くらい前からは日中 20℃程度を目安に管

理します。 

【間引き・追肥】本葉４～５枚の頃に１本にし

ます。その際、生育の悪いものや葉の形の悪い

もの、病害虫に侵されたものを間引きます。マ

ルチをしない栽培では、最終の間引き後、高度化成肥料を１m2 当たり 30ｇ程度条間

に追肥し、中耕して株元へ土寄せをします。 

【収穫】す
．

入り
．．

は生理現象で、ある程度の日数が経過すればどんなダイコンでも起こり

ます。秋作では大きくなってから現れますが、春作では小さいうちからでも発生します。

収穫が遅れるとす
．

入り
．．

とともに裂根するので、根の肥大が進んだものから早めに収穫す

るようにします。 

 

４）病害虫防除 

害虫としては、キスジノミハムシが多く発生します。根部に穴状の食害痕を作り、外

観品質を大きく低下させます。また、食害痕から病原菌が侵入し、内部の維管束を黒変

させることもありますので、播種時に粒剤を施用するとともに、播種後も定期的に防除

を行います。 

病害としては、根くびれ病などが発生し、外観品質を大きく損なうことがあります。

圃場が長時間湛水すると多発する傾向がありますので、特に露地栽培では高畝にして排

水性をよくするなどしてください。 

ハウス春どりでの間引き後 

播種 70 日後の春どりダイコン 


